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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月10日(2017.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水系溶媒にタンパク質を混合してタンパク質水溶液を作製するタンパク質水溶液作製工
程と、
　プラズマ発生装置により発生させたプラズマを前記タンパク質水溶液に照射するプラズ
マ照射工程と、
を有すること
を特徴とするタンパク質膜の製造方法。
【請求項２】
請求項１に記載のタンパク質膜の製造方法において、
　前記プラズマ発生装置が発生させるプラズマのプラズマ密度が、
　　１×１０13ｃｍ-3以上１×１０15ｃｍ-3以下の範囲内であること
を特徴とするタンパク質膜の製造方法。
【請求項３】
請求項１または請求項２に記載のタンパク質膜の製造方法において、
前記プラズマ発生装置は、
　筒状の第１の電極と、
　第２の電極と、
　絶縁管と、
を有し、
　　前記第１の電極の第１の先端部は、
　　　前記絶縁管の内部に配置されており、
　　前記第２の電極は、
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　　　前記絶縁管の外部に配置されており、
　　前記第１の電極の前記第１の先端部は、
　　　突出部を有し、
　　　前記突出部は、
　　　　マイクロホローを有すること
を特徴とするタンパク質膜の製造方法。
【請求項４】
請求項３に記載のタンパク質膜の製造方法において、
前記プラズマ発生装置は、
　前記絶縁管の外側に配置された第３の電極を有し、
　前記第３の電極は、
　　前記絶縁管からみて前記第２の電極よりも遠い位置に配置されていること
を特徴とするタンパク質膜の製造方法。
【請求項５】
請求項４に記載のタンパク質膜の製造方法において、
前記プラズマ発生装置では、
　前記第２の電極および前記第３の電極は、
　　いずれも筒状の電極であり、
　前記第２の電極は、
　　前記第３の電極の筒の内側に配置されていること
を特徴とするタンパク質膜の製造方法。
【請求項６】
請求項３から請求項５までのいずれか１項に記載のタンパク質膜の製造方法において、
前記プラズマ発生装置では、
　前記第１の電極の第２の先端部の側には、
　　放電ガスを供給するガス供給部が配置されており、
　前記ガス供給部は、
　　前記第１の電極の筒状の内部と連通していること
を特徴とするタンパク質膜の製造方法。
【請求項７】
　溶媒にタンパク質が混合されたタンパク質水溶液を準備することと、
　プラズマ発生装置により発生させたプラズマを前記タンパク質水溶液に照射して前記タ
ンパク質の膜状凝固物を生成することと、
を含むタンパク質膜の製造方法。
【請求項８】
請求項７に記載のタンパク質膜の製造方法において、
　前記タンパク質は、アルブミン、グロブリン、グルテリン、プロラミン、フェチュイン
、および卵白のうち少なくとも１つを含む、タンパク質膜の製造方法。
【請求項９】
請求項７または請求項８に記載のタンパク質膜の製造方法において、
　前記タンパク質は血清タンパク質をを含む、タンパク質膜の製造方法。
【請求項１０】
請求項７から請求項９までのいずれか１項に記載のタンパク質膜の製造方法において、
　前記プラズマ発生装置は、第１の電極と第２の電極とを備え、
　前記第１の電極と前記第２の電極との間に電圧を印加して前記プラズマを発生させるこ
とを含む、タンパク質膜の製造方法。
【請求項１１】
請求項７から請求項１０までのいずれか１項に記載のタンパク質膜の製造方法において、
　前記タンパク質水溶液の液面において室温とほぼ等しい温度の前記プラズマを発生させ
ることを含む、タンパク質膜の製造方法。
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【請求項１２】
請求項７から請求項１１までのいずれか１項に記載のタンパク質膜の製造方法において、
　前記プラズマの照射距離を選択して前記プラズマを前記タンパク質水溶液に照射するこ
とを含む、タンパク質膜の製造方法。
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